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	落とし所
	落とし所は、妥協ではない。
	衝突のあとに残るのは、勝敗ではない。 残るのは、 どこに重心を置いたかという痕跡である。
	落とし所とは、諦めの形ではない。 それは、 軸を失わずに関係を再配置する技術である。
	それは、折れた証ではない。 弱さでもない。 好かれるための調整でもない。
	声を下げることと、 軸を下げることは同じではない。
	妥協は、重心を外に預ける。 場の安定や他者の評価を基準に、内側を削る。
	そこには一時的な静けさがある。 だが、削られたものは内側に残る。
	落とし所は、削るのではなく、移動させる。
	守るべきものは、動かさない。 それ以外が、動いていく。
	順番が入れ替わり、 距離がずれ、 時間の流れ方だけが変わる。
	主張が引いて見えることもある。 だが、引いているのは輪郭であって、中心ではない。
	どこかが静かにずれている。 しかし、基準だけは触れていない。
	それでも、関係は収まる。
	外から見れば、同じように見えることがある。
	折れたようにも、譲ったようにも見える。 だが、内側ではまったく違う動きが起きている。
	妥協は、静かに削れる。 落とし所は、静かに保つ。
	どちらも衝突は終わる。 だが、そのあとに保たれているものは違う。
	下げたのは声であって、軸ではない。
	Edition ― 存在の芯 別景：落とし所
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